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2024年度

時 期 1年A巡 単元 実習 教科名

レポート

サーキットテスタ（授業で配布）

山本 ●■

佐々木 ●■

１．自動車の基礎である電気の流れを知る

２．今後必要な配線修理技術の基礎を修得

３．サーキットテスタの測定方法を修得

１．電気回路の読み方の基礎を修得

２．サーキットテスタを使用し電気の流れを理解する

３．サーキットテスタでの測定方法の修得

４．配線修理などに必要な半田作業の習熟

・実習履修試験での得点評価 ※本実習は技能要件項目に該当し80点以上で認定となる。

  整備科60点以上で合格   工学科70点以上で合格

  80点以上：「優」    60点以上（工学科は70点以上）：「良」   60点未満（工学科は70点未満）：「未」

  再試験合格の場合得点に関わらず：「可」   再試験不合格の場合、学校長の権限により判定試験を実施し、合格の場合「可」

出題試験項目

① サーキットテスタを使用した電圧・電流・抵抗測定

② ギボシ作成

③ 筆記試験（電気図記号、サーキットテスタ使用方法、単位換算）

自動車工学テキストを使用し、電気図記号について予習をしておくこと。

※●⇒実務経験がある教員

※■⇒日産資格保持者

1．指導教員の実務経験

2024年4月1日

電気計測

授業計画一級自動車工学科・自動車整備科

科 目 自動車整備作業
教科書等

持参品

発行日

総時限 16時限
教科担

当

自動車販売会社で整備士として電装部品の分解点検整備の実務経験がある教員により電気回路の測定、配線の修理につい

て指導する。

５．準備学習

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 授業目的、目標、安全について、履修実技試験について 豆電球＋乾電池セット 50

2 ・ギボシ接続 抵抗セット（１４本） 50

3 ・半田作業に必要な工具等の説明 半田コテセット 50

4 ・半田作業（課題実施） 基板（各クラス分） 150

・半田作業（課題実施） ＬＥＤ、３０ 150

5 ・半田作業（課題実施） 電子ブロックセット 50

6 ・単位換算　・電気図記号 安定化電源 50

6 ・サーキット・テスタ配布　・サーキットテスタの取り扱い 配線（赤）30m ４

7 ・指針読み取り　・抵抗測定 配線（黒）30m ４

8 抵抗測定練習 ギボシ（オス）110個入り 10

9 実技試験① ギボシ（メス）110個入り 10

10 ・電子ブロック　課題① ギボシスリーブ（オス）110個入り10

11 ・電子ブロック　課題② ギボシスリーブ（メス）110個入り10

12 ・電子ブロック　課題③ 半田 1Kg

13 ・電子ブロック　課題④ サーキットテスタ 学生分

14 ・試験練習 電工ペンチ 50

15 ・試験練習

16 ・筆記/実技試験②

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

第1様式(2/3)

一級自動車工学科・自動車整備科 2024年度 授業計画

1年A巡 実習 電気計測



時 期 A巡 単元 実習 教科名

 ７．安全（KYのため必ず授業内で説明）

番号 災害事例 チェック

電流の熱で抵抗が高熱になり火傷をする

リードの先端で怪我をする

８．授業レイアウト（写真の貼り付けも可）

第1号様式(3/3)

電気計測

作業名 遵守事項

半田作業

電子ブロック

サーキットテスタ

半田こてでの火傷防止

・手の当たらない場所に置く

・必要ないときは電源を抜く

・必要ないときはく触らない

電源をこまめに切る

テストリードを振り回さないこと

2024年度 授業計画一級自動車工学科・自動車整備科


